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第 12回 尻別川減災対策協議会 

第 8回 尻別川流域治水協議会 議事概要 

 

日 時：令和８年２月１６日（月） １０：３０ ～ １２：００ 

会 場：後志総合振興局 ２階講堂 

参加者 

構成員：別添 出席者名簿のとおり 

 

＜議事内容＞ 

１．減災対策と流域治水について 

２．減災対策・流域治水に関する各機関の取組報告 

３．尻別川の減災に関する取組方針（次期５カ年）の更新について 

４．尻別川流域治水プロジェクト2.0の更新について 

５．意見交換 

６．札幌管区気象台からの情報提供 

７．情報連絡 

 

＜主な意見等＞ 

１．減災対策と流域治水について 

意見等なし 

 

２．減災対策・流域治水に関する各機関の取組報告 

  意見等なし 

 

３．尻別川の減災に関する取組方針（次期５カ年）の更新について 

  取組方針について、意見等ないので本日付で更新 

 

４．尻別川流域治水プロジェクト2.0の更新について 

意見等なし 

 

５．意見交換 

 

蘭越町： 

過去には大きな災害もあったが、現在は築堤強化、河道整備を進めてい

ただいているおかげで大きな災害は起きていないが、ゲリラ豪雨など突発

的な雨が増えている中でいかに町民が防災意識を持つことが大事になって

くる。そのために防災講座などを開き、意識向上に努めていく。 

あわせて、蘭越町のエリアが広いので自分事化して行くことが大切。 

流域治水プロジェクト 2.0は環境に配慮しており、非常に大切だと感じ
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る。特に尻別川は昔ヤツメウナギが特産になるくらい多く生息していたが、

現在は全道的に減少している。河道掘削を進める中で魚類に配慮した施工

をしていただき少しずつ個体数が増えており非常にありがたく思う。 

また、協議会で流域の関係機関が集まっており、災害発生時にスムーズ

にやりとりができるよう官民一体となって検討をしていきたい。 

 

真狩村： 

真狩村に流れている知来別川が大雨が降ると溢れて畑に影響を及ぼす

ので、しっかりと動向を見ていきたい。 

近年大きな災害は発生していないが、改めて住民や特に子どもたちへ防

災意識向上に努めていきたい。 

 

喜茂別町： 

小さな災害を経験している職員はいるが昭和 56、58 年災を経験した職

員がいないので、様々なケースを想定した防災訓練を積み重ねて災害に対

して減災を行っていきたい。 

 

倶知安町： 

取組方針にも記載があるが立地適正化計画の策定に向けて取り組んで

おり、先日第 9回の策定員会が開催し、素案がまとまったところ。 

引き続き、職員や住民による防災訓練や防災教育の推進に力を入れて、

年度内の立地適正化計画策定に向けて取り組んでいきたい。 

 

ニセコ町： 

ニセコ町で河川の氾濫や災害は発生していないが、若い世代や住民の方

へ普及啓発を引き続き行っていきたい。 

 

京極町： 

  昨年に引き続き、2度ほど釜場を使用した排水を行う規模の大雨が降っ

ており、河床整備も引き続き実施していかないと行けない。 

上流の伊達市大滝区で降った雨により河川の水位が影響を受けること

もあり、住民の意識が高くならないのが現状。気象台等、各機関と協力し

ながら減災対策に取り組んでいきたい。 

 

札幌管区気象台： 

役場の職員向けのワークショップや住民の方や子ども向けも意識した

ワークショップを引き続き実施していく。また、災害発生時や発生が見込

まれる場合は、町村からの電話に対し説明をしたり、担当へ直接電話をし
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ているがこちらも引き続き実施していく。また、防災気象情報の名称が分

かりづらいといった指摘があり、現在整理を行っており後ほど情報提供と

して説明させていただく。 

 

６．札幌管区気象台からの情報提供 

意見等なし 

 

７．情報連絡 

意見等なし 


